



































































































































































































































































































































































































































































には様々な音楽があふれている。( 中略 ) これら全
ての音楽を大切にしていくことで、その音楽の背景
にある文化や歴史を守り、そして未来につなげてい
くことができる。また、言葉が通じなくても、どん
な人とでも、一緒に音楽を楽しむことができる。音
楽は世界を変えることのできる一つのツールなのか
もしれない」などのように、幅広く文化や芸術に触
れることによって、芸術そのものの素晴らしさにつ
いて触れたという意見が記述されていた。
　以上３点について、考察してきたが、川島
9）
は「質
の高い看護を提供するため」には「深い洞察力や想
像力が求められる」と述べ、「何よりもその入り口
の感性を鍛えることが大切」であり「看護の世界で
は『気づき』という言葉で呼ばれている。よりよい
看護実践も看護研究もこの感性が基礎になると言っ
てもよい」と述べている。「芸術・音楽」の授業は
芸術の深さ、音楽の楽しさという側面を失うことな
く、むしろその力によって学生の「深く聴く力」と
いう感性を育て、学生自らが学びを看護に生かす可
能性を探り見出しており、対象学生全員のレポート
から何らかの「気づき」を経験していることが読み
取れた。音楽の受け取り方が人それぞれであるよう
に、課題や演習を通して感じたこと考えたことも学
生によって様々である。自由な発想を引き出し、そ
れらを受け止めた上でフィードバックなどにより共
有し、更に考察するという授業の展開は、芸術科目
の特性を生かしたA看護短期大学独自の授業とし
ての役割を果たしていると考えられる。
Ⅵ　結論
　本学１年次選択科目「芸術・音楽」の授業内容を
紹介し、学生のレポート及び感想をもとに考察した
結果、次のような結論が得られた。
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１　授業を通して音楽が人の心と深く結びついてい
ることを再認識することによって、人間の想いを
より理解し、「人間」とその営みについて深く考え、
豊かな感性や人間性を育むという教育目標につな
がる学びが得られていた。
２　「深く聴くこと」に重点をおいた様々な授業内
容や演習を通じて、音や音楽を深く理解するだけ
でなく、傾聴することやコミュニケーションなど
看護にとっても重要な部分に結びつく学びが得ら
れていた。
３　学生たちは音楽の広い世界に触れて、喜びや感
動を経験し、芸術の深さや素晴らしさとともに、
より自由な発想を持つなど、芸術科目ならではの
学びが得られた。
Ⅶ　おわりに
　本稿をまとめるにあたり学生のレポートや感想を
紐解いていくと、全て音楽・音の世界への深い愛情
を感じる。このことは、私が音楽の専門家として向
き合い、求め続けていることを学生と共有しようと
した結果、学生は自分たちが専門家を目指している
看護やケアにおける奥深い共通点を見出したと言え
るのではないだろうか。芸術と看護教育それぞれの
本質の接点として「深く聴くこと」を中心に本稿を
記したが、他にも多くのテーマを取り上げているの
で、今後も模索を続けていきたい。学生の内なる感
覚に働きかけ、何かをつかむきっかけとなるよう、
これからも新鮮で柔軟な取り組みを重ねていきたい
と考えている。
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